
横浜ゴムＭＢジャパン株式会社（ＹＭＪ） CSRレポート

社長ご挨拶

当社は2010年10月、横浜ゴムＭＢ事業の国
内工業品販売会社8社を統合して発足した工
業品販売会社です。横浜ゴムで研究、開発、
製造される鉱工業・エネルギー・建設・機械
など、さまざまな分野で使用される産業用
ゴム製品を、｢良いものを、安く、タイムリー
に｣ をモットーにお客様にご提供しておりま
す。横浜ゴムグループの一員として、｢環境Ｇ
Ｄ１００｣ の行動指針に則り、環境経営の改善、

地球温暖化防止のための社内環境の整備を推進し、環境貢献商品の
拡販活動を通して、トップレベルの環境貢献企業を目指します。

中澤　和也

事業内容：
従業員数：
所 在 地：

工業用ゴム製品の卸売販売
523人（2013年12月現在）
〒141-0031　東京都品川区西五反田1丁目30番2号　ウィン五反田ビル

相談・苦情などの受付窓口：
TEL：03-5745-9862　FAX：03-5745-9867

人権

組織統治

障がい者雇用の推進・従業員の多様性推進

横浜ゴムグループ認定会社として障がい者の方5人を雇用しています。
従業員総数520人のうち女性は133人、高齢者(60歳以上の再雇用者)
は24人です。

本社取締役を主要メンバーとしてYMJ経営会議を毎月開催し、決算・
人事・そのほか重要課題を審議し、決議した案件は取締役会にて意思
決定を行っています。また、取締役・各カンパニー社長出席の拡大経

北海道カンパニー 〒060-0041 札幌市中央区大通東7-12 TEL：011-241-5111

東北カンパニー 〒984-0002 仙台市若林区卸町東5-1-6 TEL：022-390-1733

関東カンパニー 〒141-0031 東京都品川区西五反田7-20-9 ＫＤＸ西五反田ビル TEL：03-5719-7331

中部カンパニー 〒460-0012 名古屋市中区千代田4-23-2 第五富士ビル TEL：052-331-9868

近畿カンパニー 〒550-0001 大阪市西区土佐堀1-4-11 金鳥土佐堀ビル TEL：06-6446-6701

中国カンパニー 〒733-0035 広島市西区南観音6-7-32 TEL：082-231-8851

九州カンパニー 〒810-0022 福岡市中央区薬院1-7-4 TEL：092-711-8541

東京ハマタイトカンパニー 〒141-0031 東京都品川区西五反田7-20-9 ＫＤＸ西五反田ビル TEL：03-5435-6801

営会議を3カ月に1回開催し、全社営業方針・重要事項を審議し、全社
の意思統一を図っています。

仕事と生活の両立

水曜日と金曜日は定時退社を実施し、社員のワークライフバランスの維
持に取り組んでいます。

組織（事業所）



リサイクル・リユースへの取り組み

裏紙の活用、ペットボトルのキャップ回収、使用済み切手を収集してい
ます。

環境

人材育成・訓練

①債権管理研修として、中堅営業マンを対象に年3回実施しています。
②販売力の強化を目指し、支店長、課長を対象に、エリアマーケティ

ング研修を年3回実施しています。
③新入社員教育の一環として、商品知識とメーカー製造工程を学ばせ

るため、年2回MB代理店新人研修を開催しています。

労働安全衛生

社有車を運転または、私有車通勤をしている全従業員を対象に交通安
全のｅラーニングを実施しました。

労働慣行

コンプライアンス徹底

コンプライアンス教育として、ハラスメント、情報管理、個人情報保護、
競合他社との付き合い方の職場教育を定期的に行い、法令順守の徹底
を図っています。

製品・サービスの安全と品質

ホームページ上に受付窓口を設置し、お客さまからの当社取り扱い製
品などに関するご意見、ご質問に対応しています。

また、各カンパニーおよび本社においてコンプライアンス実行計画を作
成し、目標達成に向け活動を実施しています。

横浜ゴムMBジャパンのホームページはこちら
（http://www.yrc.co.jp/mb/list/index.html）

公正な事業慣行

消費者課題

環境データ
年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度

温室効果ガス排出量（千t-CO2）

Scope1（建屋：使用燃料） 0.01 0.02 0.04 0.04 

Scope2（建屋：買電） 0.32 0.44 0.52 0.58 

Scope3（荷主：使用燃料） 0.56 0.88 1.02 1.02 

水使用量（千m3） 2.79 2.44 3.78 3.79 

廃棄物発生量（ｔ） 32 65 140 130 

※CO2排出量は各電力会社が提示する係数に使用量を掛けて算出しています。



雇用の創出

茨城県石岡市の企業誘致活動と協業で「茨城アッセンブリーセンター」
の工場建屋、事務所を建設し、現地で求人募集して雇用を創出しました。

地域社会とのかかわり

一部のカンパニーにおいて事務所周辺の清掃活動を行い地域社会に貢
献しています。

がんぱっぺし活動（震災復興への取り組み）

復興支援対策本部を設立し、横浜ゴム製品で復旧事業、復興への道
筋に貢献したいとの思いで取り組んでいます。沿岸部では、津波の影
響により市街地、港湾設備等が壊滅的打撃を受けたため、がれき処理
が復興への第1ステップでした。私たちは、コンベヤベルトや重機に装
着される高圧ホースを納入し、現在ではがれき処理や電力会社の岸壁、
貯炭設備等の復旧も完了しました。
第2ステップの、地域の復興へ向けた高台移転事業では、大量に発生
する土砂をベルトコンベヤで運び出す工法で工事が進められており、コ
ンベヤベルトを通じて全体工期の短縮に寄与しています。
今でも岸壁の損傷が、物資輸送に大きな支障をきたしている状況です
が、港湾設備の復旧に向けて最優先で取り組んでいきます。

コミュニティへの参画及びコミュニティの発展

 


